
空間の代数的・幾何学的モデルとその周辺

アブストラクト

微分空間の圏 Diff にモデル構造を導入することは，この分野の一つの課題であった．2014 年に Daniel

Christensen, Enxin Wuの両氏によって，圏Diff のホモトピー論 [1]が紹介されたが，モデル構造の導入に

は至らなかった．2019年に木原浩氏が，n次元単体∆n を用いることにより，圏Diff にモデル構造を導入す

ることに初めて成功した [3]．これは，有限生成モデル構造 (cofibrantly generated model structure)になっ

ている．本講演では，n次元立方体 In を利用した圏Diff のモデル構造を紹介する [2]．
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